


はじめに

石見銀山遣跡では、 平成8年から「石見銀山遺跡総合調査事業」として、 大田市・島根県の連

携・共同により、様々な調査研究を進めて参りました。

石見銀山世界遣産センターの設立後には、 調査研究の拠点を当センタ ー が担い、 引き続き取り

組んでおります。

平成25年度には、「ここまでわかった石見銀山」と題して、当センタ ー 職員を始めとした様々

な専門家による、 石見銀山遺跡の調査研究の総合的な成果を発表する講演会を大田市内で開催

し、 多くの方のご参加をいただきました。 今後も石見銀山遺跡の調査研究の進展に関しまして、

継続的な発信に取り組む所存です。

平成25年度は、 自然災害の多く発生した年でもありました。石見銀山遺跡の現地におきまして

は、 7月の豪雨による地滑りや冬季の積雪による倒竹木による影響が未だに続いております。 幸

いにして文化財の大きな損壊には至りませんでしたが、 通行ル ー トの一部は未だに完全な復旧に

至っておらず、周囲の倒竹木の処理も一部に留まるなど、 自然災害の影響の大きさとともに、 遺

産に対する保護の困難さを、改めて感じさせる事態となりました。

このような状況から、 当センターの持つ遺跡の保全管理の役割がより重視されているとともに、

地域の方の様々な協力が、 一層求められるところです。

そのような中、 民間団体による石見銀山遺跡の保全活用事業への財源を目的とした「石見銀山

基金」は、 非常に多くのご厚誼をいただき、 平成24年度末に、 目標額の3億円を上回る3億8千

4百万円を造成しました。

平成25年度からは、NPO法人石見銀山協働会議を窓口として、募金の受付と基金の運用を実施

しております。 また、 これまで当センタ ーが担っていた保全奉仕活動の窓口についても 、 当セン

ターの持つ現場の情報を共有しながら担当するなど、 当センタ ー との連携をしております。

当センターでは、 このように地域との様々な繋がりを活かして、 石見銀山遺跡を永く未来に伝

えられるよう、 引き続き取り組んで参ります。 皆様方のご支援とご助言をいただきますよう、 お

願い申し上げます。

平成26年12月

大田市教育委員会教育長 大 國 晴 雄



あいさつ

「石見銀山遣跡とその文化的景観」が世界文化遺産に登録され6周年を迎え、 弊杜が「石見銀

山世界遺産センター 他周辺施設」の管理運営業務をスタ ー トし、 3年が経過しました。

その間「世界遺産・石見銀山」としての価値を来訪者に理解していただき、 展示室への誘導、

遺跡の紹介等に努め、 一度来られたお客様に「もう 一度行ってみたい」と思っていただける様な

おもてなしを課題に取り組んでまいりました。多くの来訪者が、 まず最初に訪れる世界遺産セン

ターで、 石見銀山の魅力を充分にお伝えすることが重要であると考えています。

また、 一方で観光エ ー ジェントに対して積極的な営業活動を行い、 観光客の誘客 ・ 送客の増員

も図っています。

石見交通グル ー プは「お客様に優しい、 真心のこもった接客態度」をモット ーとしており、「笑

顔」「挨拶」「清掃」「知識」を基本に接遇の向上を図っており、 お越し頂く皆様に感動を与え、

深く理解して頂けるようグル ー プを挙げて取り組んでまいります。

また、 石見銀山遺跡の保存・伝承について関係機関と連携をとりながら進めて行きます。

今年度の様々な取り組みにご協力、 ご支援をいただきました多くの関係者の皆様に厚く御礼申

し上げます。

平成26年12月

指定管理者 石見交通株式会社

石見銀山世界遺産センター

マネージャ ー 高 木 敏 治



平成25年度石見銀山世界遺産センター年報 目次

I. 石見銀山世界遺産センターの概要

1. 業務と組織等 ． ． ．． ． ．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．． ．． ． ．．．．．．． ．．．．．．．．．． ．．．． ． ．． ． ．．．．．．． 1

世界遺産センター の業務と組織／世界遣産センタ ー がめざすもの

2. 施設の概要．．．．． ． ．．．．．． ．． ． ．． ．． ． ． ． ．．．． ．．．．．． ． ．．．． ． ． ．． ． ．．．．．．． ． ．． ． ．．． ． ．． ． ．．． ． ．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．3

施設の配置・規模等／館内平面図／全体配置図

3. 展示の概要 ． ．．．．．．．．． ． ．．．．．． ． ． ． ．．．．． ．．．．．． ． ．．． ． ．． ． ． ．． ．．． ．．．． ．．．．．．．．．．．．． ．． ． ．．．．．． ． ．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．5

展示のコンセプト／展示のテ ー マ

JI. 管理運営業務の実施状況

平成25年度の概観 ． ． ．．．．． ．．．．．．． ． ．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ． ． ．．．．．．．．．． ． ．．． ． ．． ．． ． ．．．． ．．．．．．．7

平成25年度入館者等の状況／主な入館団体／誘客・広報事業／指定管理者の自主事業

皿． 総合調査研究業務の概要

1. 考古学的調査研究．．．． ．．．．． ． ． ． ．． ．． ． ．．．．．．．． ． ．．．． ． ．．． ．． ．． ．．．． ．．． ． ．．．．．． ．．． ． ．．．． ．．．．．． ．．．．． ． ．．．．．．． ．．．18

発掘調査／石造物調査

2. 歴史・民俗学的調査研究．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．． ．．．．．． ．．． ． ．． ． ．．．．．． ．． ． ．．．．．．．．． ． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．20

文献調査の概要／人権・同和問題調査／教育普及方法等調査

3. 自然科学的調査研究 ． ． ． ． ． ． ．．．．．． ． ．． ．．．．．．． ．． ． ．．．．．．．．． ．．．． ． ．．．．． ． ． ．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．． ．．．．． ． ． ． ．．．． ． ．22

考古資料等分析調査／資産保全調査／生物調査

4. テ ー マ別調査研究． ． ． ． ． ．．． ． ．．．． ．． ． ． ．．．．． ． ．．．．． ． ．．． ． ．． ．．．．．．．．．．．．．． ． ． ．．． ． ． ． ．． ． ．．． ． ．． ． ． ． ． ．．． ． ． ．．．．．．．23

最盛期石見銀山の復元／東アジアの鉱山比較研究／事業の実施概要

M遺跡の保全・管理業務の概要

1. 資産の経過観察（モニタリング）．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．． ．．．．．．． ．．． ． ． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． 26

定期報告『保全状態の測定にかかる指標』（抄）

2. 遺跡Jゞトロ ー ル ．．．．．．．．．．． ．．．．． ． ．． ． ．．． ． ． ．．．．． ． ．．．． ． ．．．． ． ．．．． ． ．．．．． ． ．．．．．． ． ．． ． ． ．．．．．．．． ．．． ． ．．．．．．．．． ． 27

石見銀山遺跡ボランティア活動実績

V. 教育・普及業務の概要
1. 公開講座の開催 ． ．．． ． ． ． ．．．．．．． ．．．．．． ． ．．．．．．． ．．．． ． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．． ． ．． ．． ． ．．．．．． ．．．． ．．．．．． 28

2. 体験学習イベント・定期講座の開催 ．． ． ． ．．． ． ．．． ．．． ．．．． ．．．．．．． ． ． ．．．．．．．． ． ．．．．．． ． ． ．． ．．．． ． ．．．．．．．．．．29

『タケノコ採り大作戦』Part 1（孟宗竹編）

『タケノコ採り大作戦』Part 2（ハチク編）

「古文書から知る石見銀山」

3. 教育普及活動への対応 ． ． ．．． ．． ． ．．． ． ．．．．．．．． ． ．．． ． ． ．． ． ． ． ． ． ．．．．．．．．．． ． ． ．．． ．．． ．．．．．．． ．．．． ． ． ．．． ．． ．．．．． ．．．31

学校教育活動の受入・協力／石見銀山学習の実施／市内各校銀山学習実施の状況



4. 情報コ ー ナ ー展示の実施 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．． ．． ． ． ． ．． ． ． ．． ．． ．． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ．． ．．．． ．． ． ．． ． ． ．33

「石見銀山遺跡発掘調査速報展」

VI． 石見銀山遺跡関連事業の概要

1. 史跡整備事業 ． ．．． ． ． ． ．．． ．． ． ． ．．．． ． ．． ． ． ．． ． ．． ． ． ． ．． ． ．．． ．．． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ．．．． ．． ． ． ．． ．．．．．．．．． ．． ．．．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 34

整備事業の実施／石見銀山遺跡整備検討委員会の開催

2. 重要伝統的建造物群保存地区保存事業 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．． ．．． ．． ．．．． ． ． ． ． ． ． ． ．．．．． ． ． ．．． ． ． ．． ．．．．．．．．．． ． ． 36

大森銀山地区／温泉津地区

3. その他の事業 ． ．．． ． ． ．． ．．．．．．． ． ．．．． ． ．．．． ． ．． ． ．． ．． ． ．． ． ． ．． ．．．． ． ． ．．． ． ．． ． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ．．． ． ．． ． ． ． ．． ．．． ．． ． ．． ．． ． ． ． 42

石見銀山遺跡調査活用委員会／石見銀山遺跡保存管理委員会／石見銀山景観保全審議会

石見銀山協働会議／石見銀山基金と石見銀山基金募金委員会

石見銀山基金を活用した市民活動など／大久保間歩一般公開

w． 職員及び運営スタッフ ． ．． ． ．． ． ． ． ． ．． ． ． ． ．．． ． ． ．．． ． ．． ．．． ．． ．．．．．．．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ．． ．． ．． ． ． 47

直利用案内 ． ．． ．． ．．．．． ．． ．．．．． ．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・.................................................. 48 

区． 各種資料

1. 石見銀山遣跡に関する活動等日誌．． ．． ． ． ． ． ．．． ． ． ． ．． ． ．． ． ． ． ． ． ．． ．． ．．． ．． ．．． ．． ．．．．． ．． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ． ．．．． ． ． ． ． 49

2. 刊行物等 ． ．． ． ． ．．． ． ．．．． ． ．． ．． ．．．．．．． ．． ． ．． ．． ．．． ． ． ．． ． ． ． ．． ． ．．．． ． ．．． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．．． ． ． ． ．．． ． ．．． ．． ． ．． ．． ． ． ．．52

3. 関連法規 ． ． ． ． ．．．．．． ． ．． ． ． ． ．． ．． ． ． ． ． ． ．． ． ．． ． ． ． ．．． ． ．． ． ．．．． ． ．． ．．． ．．． ． ． ． ． ．．． ． ． ．． ． ． ． ． ．． ． ． ． ． ．．．．． ． ．． ． ． ． ．．．．． ．． 53

大田市石見銀山拠点施設の設置及び管理に関する条例

大田市石見銀山拠点施設の設置及び管理に関する条例施行規則

大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例

大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例施行規則

大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例

大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例施行規則



I. 石見銀山世界遺産センタ ー の概要

1. 業務と組織等

■世界遺産センタ ー の業務・組織

世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観J全体の導入部（案内の玄関口）として、総合ガイダンス
と展示解説機能を持ち、調査研究並びに遣跡の保全と管理、 ユ ネスコの「平和と人権尊重」
報発信することなどを担う拠点施設として、専門職員及びスタッフなどが常駐しています。

の精神を情

1)世界遺産センタ ー が担う業務

大田市

石見銀山世界遺産センタ ー

島根県
（石見銀山聘聰員畦在） （世界遠産室職員駐在）

展示 ・ 解説
--- - - ----- --- - ------ -------------

遺跡全体の解説や収集貧料の展示と解説
最新の調査研究成果の展示と解説

， 専門職員による総奇砕臨
し—- -- --- - - - - - --- --" - - ------ -- - ----------------

教 育 ・ 普 及

指定管理者
ぽ見交通株式会社）

ガイダンス
------ ---- -- -- -.

＇案内窓口の設置とスタッフの常駐 ， 
： 遺跡模型での説明や解説映像の上映
l 地図・パンフレットの配布

--

＇ 案内スタッフによる総合解説 ， ------------―-------

----- -- - ------ - - -------- - -- ----•―- - - --------- - - ------- - - ------- - - - ------
ホームページ等による情報発信に—_-----_-_-_—_-_-_—_—_—_-_—_--—_—_—_—_=— _-

—
―_—_—_-_—_—_ _~—_—_—_—_—_―_—_—_-_-_―_——―—-_―— 言― --＝＝＝＝＝＝ニニニニ＝＝＝＝＝＝ニニ＝二＝—

案内書、概説書の作成 ， ＇ ，  体験学習の実施（来訪者一般） 」
講演会、諸座等の開催

し —- - - -- - - - ------ - - - - - --- - - - - - - ---- - - - -________, 
--- - - - -- ----- ------ - -

l体験学習の実施（石見銀山学習関係）
し —- -- - - - -- --- - - - - ---�―�― 

調 査 ・ 研究
. -------- -- ---- -- - - - - ---- ---

調査砺究活動の拠点としての専門的調査研究
研究発表、シンポジウム等の企画開催

- -------- ------- - - ----- - - - --------· -----

収集 ・ 保管
m ― - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- ----

関係史資料の収集及び保管
史資料等のデータベース化

------- --------

保全 ・ 管理
--- - --

＇ 遺跡の日常的パトロールと保全管理 ， 

【市機関l
石見銀山課
重要文化財熊谷家住宅
代官所地役人宅旧河島家
大森町並み交流センタ ー

大田市観光協会

--------· . --------

さ
【牒機関】
文化財課（世界遺産室）
己代出雲歴史博物館
疇文化財調査センタ ー

古代文化センタ ー
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' - - --- --------- --- -- -

施設管理

国価砧ミ
―

頑、―誓面立維持晉亘
―

-:
l （ふれあいの森公薗を含む）
： 大久保間歩に関する企画管理遥営 ， 
l （周辺施設を含む）
C -- - - - - - -- - - - - --- -- - -

【関係機関】
石見銀山資料館
三瓶自然館サヒメル
その他各種研究機関



■世界遺産センタ ー がめざすもの

◇ユネスコの精神に基づき、未来へ引き継ぎます
［平和と人権尊重」の国際連合教育科学文化桟関（ユネスコ）

の精神に基づき、他の世界遺産と共に人類全体の宝である石見
銀山遺跡をまもり、未来へ引き継いでいきますc

◇石見銀山の理解を助け、現地へ誘います
鉱山跡など多種多様な資産で構成され、かつ、広大な面積を

有している石見銀山遺跡の全体像の理解を助けるため、適切な
ガイダンスを行います。そして、資産そのものである現地を歩
き、見て、触れる機会を増遮しま ゜

◇調査研究を積極的に行います
文献などの人文科学分野と、科学、自然環境などの自

然科学分野が密接に連携を取り合いながら総合的な禍査研究を
進めます。また、国内外の鉱由遺跡との比較研究などテ ー マ別
の調査研究も行い、情報発信します臼

◇遺跡の保全管理活用を継続的に行います

●‘、• 999 : 

m ゞ，

的函釦1月、ユネスコm呻呼匹；x � �� �ふ一ふ� ＾ 

｀ ｛＇ が

→心9.↓-:

—r一9← - -'―`――—•＇下｀,.. ,.....―� · •, ̀ `•~ 9さ9ぷ

違に.,,,<1証ゃぶ侵害Jが碑だとさせ心紅 今る＇ →:公＇｀： べ‘9 ”

ユネス止這即湿畔寧琴応町蝉畔釦憶
渭歴紐罫一として四懲承していくこと1ヂ沐綱碍：

＇さ虚釦沿虚砥四如実現をめざ；竺 ｛ ： ：
石罠銀山遍跡氏2OOT年7月、ユネスコの第01迫世界遺裔

‘ 4

輝傘恥虹石見銀山鴫と、の文化的景劃として、世界：
ヽ濱9 g ,9 

ヽ
．
. ,, ク 必

， 這岬ヤ甍節方れました， べ ，9： , 9ふじ2
・ よふ 雰 〇 改 蕊

こQ立工四記に基づき、）塁全砂宝芍虞ぷ叫皿 、や
ぶ9互切ふ臼，心9

環いでい飩叩啜ぬませんり,,、

ヽ／忍 9 ，＇ヽ ；；ぐ

•‘,: sと 9

シ 、` で磁呼↑女四屯，
亥9’:9ふミ入 ＇， ぶ t9了

� ／ 心ヽVx 、X心マよ／／ 畑／9/ ぷ 9� ' 

▲ユネスコ憲章と世界遺産パネル

良好なかたちで今に伝わる贅産を適切なかたちで未来へ引き継ぐために、遺跡パトロ ー ルなど日常の
保全管理に努めます。同時に、継続した保全活動が実施できるよう官民協働の取り組みも促進しま
また、現地資産そのものが展示物でもあり、資産の整備活用を進めま

◇親しみのもてるセンタ ー とします
と連携を密にし、地域住民が誇りを持ち、学校教育や生涯学習の場として、観光客を

も来館したくなるような交流拠点とします。また、現地説明会や体験学習、請座や講演会な
期的に開催し、親しみが持てる批域に開かれた運営を目指しま
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■館内平面図

石見銀山世界遺産センタ ー

IWAMI GINZAN WORLD HERITAGE CENTER 
一

0 10m 
l l 

展

示

棟

ガ
イ
ダ
ン
ス
棟

畑コーナ用攣：

―オリエンテーション室 ー • --• •ー・救護室

命―― 三パスの'J99 便所棟

■全体配置図

O·
 

勾0m

゜ 9世界遺産センタ ― |

•G：ガイダンス棟
•E：展示棟
． s :収蔵体験棟
·T：外便所
·H：車犀

JAふれあいの森店

第1社玉西l
・善通車缶台

・身踪者用4台
・待椴パス

区之］予約システム利用8台
巨センター専用5台

..路線バス． 砕車涅

ぶ各
ヽ
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3. 展示の概要

■展示のコンセプト

石見銀山世界遣産センタ ー は、 世界選産［石見銀山遣跡とその文化的景観」（以下、「石見銀山」とい
う。）のエントランス（入口）として、 遣産のガイダンス（概要説明）機能を担っています。 したがっ

て、 実物の歴史資料で構成される博物館や資料館とは性格が異なり、 模型、 映像、 レプリカ、 再現品を

中心に構成しました。 また、 埋蔵文化財センタ ー としての機能を有しており、 発掘調査により出土した

遣物の展示も行っています。

■展示のテ ー マ

1)無料展示室（ガイダンス棟）

石見銀山の全体像をわかりやすく理解できることを展示テ ー マとしています。

遺跡の広がりや構成要素の多様性を、 ガイダンス職員による案内のほか、 遺跡立体模型やグラフィッ

クパネル、 遺跡情報を参照できる情報パソコン、 一般／児童向けのガイダンス映像などにより紹介して

います。
棟内の情報コ ー ナ ー では、 調査研究の最新成果の速報展示などの企画展示を実施しています。

▲ガイダンス棟 ▲情報コ ー ナ ー

2)有料展示室（展示棟）
展示テ ー マは石見銀山が世界遺産に登録された「3つの価値」と、 1996（平成8)年から進めてきた

「石見銀山遺跡総合調査の成果」という、計4つのテ ー マから構成されています。

第1展示室「世界史に刻まれた鉱山遺跡一石見銀山」
石見銀山が16抵紀の東西交易によって「人類の価値の重要な交流」に大きな役割を果たしたことを紹

介しています。

第2展示室「石見銀山の歴史と鉱山技術」

石見銀山は、採据から製錬の技術、 支配、 信仰、 生活、 銀の流通に至るまでの銀生産の総体を遣構と
して残すという、 世界遺産としての「独特かつ稀な証拠」を示しています。 これを①歴史②くらしと
技術という2つのサブテ ー マで解説しています。
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II. 管理運営業務の実施状況

平成25年度の概観

世界遺産センタ ーの入館者数は、109,298人で対前年比99.5%、 有料展示室観覧者数は59,376人で対前

年比112％でした。

5月10日には出雲大社ご本殿に大國主大神様にお還りいただくおまつり「本殿遷座祭」が執り行わ

れ、 クライマックスを迎えました。 その影響もあって東部方面経由の観光客が非常に多く、 石見銀山地

区の減少傾向に歯止めがかかった結果となりました。

来訪者が路線バスに乗り換え、 町並み保存地区へ向う「パ ー ク＆ライド」による「歩く観光」も定着

してきた反面、 観光客の方から龍源寺間歩までの交通手段に苦言を言われることもしばしばです。 団体

観光客の高齢化の割合が進んでいく中、 龍瀕寺間歩までの交通手段は今後の課題とも言えそうです。

島根県観光情報説明会では「神話博しまね」ラッピングバスで各地を廻り、 世界遺産センター ヘの集

客•PR活動を行い、 海外に向けてはインバウンドフォ ーラムに参加し、 海外からの観光客への広報・宣

伝活動も行っています。

昨年度、 センター公式ホ ー ムペ ー ジのトップペ ー ジと施設紹介のデザインを一新したのに続き、 フェ

イスブックでセンターの様子、 請座のお知らせ、体験メニュ ーの紹介、 ボランティア活動などを公開し、

情報発信に活用しています。

今後も、 リピー ターとして何度でもお越しいただける石見銀山を目指し、 地元の方々をはじめ石見銀

山関連施設や観光分野との連携を図りながら、 魅力的な情報発信を継続してまいります。
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■主な入館団体（平成25年度）

＊取材・撮影 ※視察

“’’i1....
9l

,I
I

I
l』

-,;』"“-―’’■···1i
25 4 3 ナカトウ予約センター ツア ー下見 ※ 圏知農 25 6 119 マルワ渡辺水産 兵庫県

4 7 岸上長寿会 兵庫慄 6 19 大崎第一地区民生委員協議会 東京都

4 14 侑）坂本石炭工業所 熊本喋 6 21 上下天領研究会 広島惧

4 15 新進旅行社〈台湾〉 台湾 6 21 松田商会 山口罠

4 18 明神観光友の会 高知屎 6 23 パー ルツアー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

4 22 エ ース・エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 6 23 信更地区民生委員会 長野県

4 23 大阪府羽曳野市議会 ※ 大阪府 6 23 けんしんミレニアム会 福島県

4 25 アトムダイヤ会 神奈川県 6 23 パールツア ー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

4 25 「美術屋·百兵缶」 ＊ 6 28 パールツアー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

4 29 ェ ース ・ エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 6 28 TSKス ーパー ニュ ース撮影 ＊ 島根県

25 5 11 出雲大社参拝団 6 30 美保舟之友会 鳥取漿

5 12 多岐コミュニティ ー センター 島根罠 25 7 4 日米草の根交流サミットinしまね

5 12 出雲大社常陸教会 7 5 エ ース ・ エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都

5 12 酒見白鳥会 福屈県 7 6 屋久島電気設備協同組合 鹿児島県

5 12 福島 ・ 都・小河内連合 女性会 広島惧 7 7 パー ルツア ー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

5 12 静岡第ーテレビ ＊ 静岡凜 7 7 良友旅行（台湾） 台湾

5 13 エ ース ・ エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 7 8 長府自治連合会 山口県

5 13 あすらや荘 広島具 7 8 エー ス ・ エスコ ー ト 3つの世界遣産 東京都

5 16 第68期本因坊戦 ※ 7 9 パールツア＿ 出雲大社と石見銀山 愛媛屎

5 17 エ ース・エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 7 11 丸福観光友の会 三重県

5 17 1l11湘南光学工業所 神奈川興 7 13 上山旅行会 山形県

5 18 第68期木因坊戦 ※ 7 15 品川第二地区民生委員協議会 東京都

5 20 エ ース・エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 7 15 出雲大社 ・ 石見銀山 東京都

5 23 可部ひまわりの会 広島惧 7 16 13JY714DIH 台湾

5 24 島根慄立東部高等技術校 島根県 7 18 大神神社総代会 奈良惧

5 25 出雲大社本殿遷座奉祝行事と島根名勝巡り 7 19 日の出観光 友の会 長野県

5 27 エー ス ・ エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都 7 19 山口朝日放送株式会社 ＊ 山口県

25 6 1 円熙寺 福岡県 7 19 エース ・ ヱスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都

6 3 寸刷 NHKJIJ1材 ＊ 7 21 パールツア ー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

6 3 寸戯l ぎんテレ取材 ＊ 7 26 テレビ東京「たけしのニッポンのミカタ！」＊ 東京都

6 7 池下工業株式会社1班 群馬県 7 26 ェ ース ・ エスコ ー ト 3つの世界遺産 東京都

6 7 水曜会 山形県 7 27 エース ・ エスコ ー ト 玉造温泉・大山3日間 東京都

6 8 幹木建設協力会 広島県 7 27 パールツア ー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

6 8 進興設備株式会社 東京都 7 27 西山親陸会

6 10 エース ・ エスコ ー ト 3つの世界造産 東京都 7 28 ェ ース・エスコ ー ト 出雲大社 ・ 足立美術館 東京都

6 10 舞子生産森林組合 新潟県 7 29 エー ス ・ エスコ ー ト 3つの世界遣産 東京都

6 11 成田青色申告会 千葉県 7 31 パールツアー 出雲大社と石見銀山 愛媛慄

6 14 香住水産組合婦人部 兵匿県 25 8 1 山陰中央テレピ 取材 ＊ 島根県

6 14 池下工業株式会社2班 群馬興 8 2 エース ・ エスコ ー ト 3つの世界遣産 東京都

6 18 宇和島自動車カイト研修 ※ 8 3 パールツアー 出雲大社と石見銀山 愛媛県

6 18 江北真言講 東京都 8 5 ェ ー ス ・ エスコ ー ト 3つの世界遣産 東京都

-9-













4)他施設との連携事業
●4館共通チケット

石見銀山賓料館、熊谷家住宅・旧河島家、石見銀山世界迫産センタ ー の4施設連携事業の 一環とし
て、石見銀山造跡の歴史、文化等の教育普及にあたり相互に協力し、各施設の発展及び生涯学習の推
進に寄与することを目的として共通割引チケットを作成し平成23年6月1日より発行しています。

石見銀山4館共通チケットが1,000円_, No. 石見銀山4館共通チケット、Jヽ人300円9.., No. 

石見鱈山資料鱈 ：よ熊谷蒙住宅 ご引a河島蒙 ::I!!"遺·センター 石見鱈山資料鱚 ：』1111谷軍住宅 =9B河塵豪 ::I!!"..センター

■この999H、....』つの■■でこ四で1ff■費n...,....です■●の●91●との．．』で●●●ん■

▲共通チケット（大人券と小人券）

●「ぎ ・ ん ・ ぶ ・ ら」スタンプラリ ー

周知・誘客を目的とした合同イベントを島根県立古代出雲歴史
博物館、島根県立三瓶自然館サヒメル、石見銀山世界遺産セン
タ ー の 3館で 6月29日 ～ 9 月29日まで開催しました。

●第6回
：

古博古代体験 ・ 秋まつり

日時：‘ '成25年11月1日（金） ～ 2日（土）

会 場：兵庫県立考古博物館（兵庫県加古郡播磨町大中1-1-1)
概 要：廿代体験メニュ ー の先進的な取り組みについて、県内外

『
専物館がプ ー ス出展や事例報告会等を通し、施設間の

車帯と情報交換を行う趣旨で開催されます。
当センタ ーも水を張った砂の中から銀粒を探し出す、比
重選鉱体験「銀さがし」を出展しました。

参 加料：500円／回

参加人数：9 5人

口

囮

囚

ら

▲スタンプラリ ーの用紙

-
t

9

ぶ

...

▲銀さがしの様子

●しまねふるさとフェア2014
日時：年成26年 1月18日（土） ～19日（日）
会 場：広島県立総合体育館・広島グリ ー ンアリ ー ナ（広島市中区基町4番1号）
概 要：島根県•島根県内市町村等が主催する、毎年恒例のイベントです。隣接県であり、県外観光

：
入込数の多い広島県において、島根県各地域の魅力や観光査源を紹介し、島根県と広島県
より 一陪の交流を図るものです。今年はく縁＞をテ ー マに揚げられました。
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石見銀山世界遺産センターは、 内ブースでく自然の中の石見銀山遺跡＞をテ ー マに遺跡ガイ

ダンスを行い、 丁銀形のプラ板に好きなイラストを書いてオー ブンで焼き上げオリジナル

キーホルダーを作る「なんちゃって丁銀づくり体験」を実施しました。

また外ブー スは、 今回初めて設営会場が旧野球場に変更になりました。 昔、銀を溶かして貨

幣をつくった鋳造体験が低融点合金を使用して身近にでき、 センタ ーでも実施している体験

学習「丁銀型ストラップ」つくりを紹介しました。

参加料：500円／回

参加人数：169人

一9ダ

▲内ブースの様子（銀山ミニ講座とプラ板キ＿ホルダー作り）

5)誘客・広報事業

●ラッピングバス

▲外ブースの様子

石見交通株式会社が運行する、路線バス大田広島線(-日2往復）の側面と背面に世界遺産セン

ターの広告をラッピングしました。広島市内を走るバスは有効な広告手段です。

▲大田バスセンタ ー ～JR広島新幹線口間を運行する路線バス

●キャラバン ・商談会

島根県観光連盟、 大田市観光協会、 中国地域観光推進協議会それぞれが主催する、 観光情報説明

会・商談会・ キャラバン ・ インバウンドフォ ー ラム等に参加し、 国内外にかかわらずPR活動に努めま

した。 商品造成・送客に繋がるよう今後も積極的に活動していきます。
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■石造物調査
石造物調査は、 石見銀山遺跡の歴史的過程を石造物という観察対象をとおして明らかにし、 鉱山逍跡

としての特性を把握することを目的に実施しています。石造物には様々なものがありますが、 現在は鉱
山の盛衰が直接的に反映されると考えられる墓石を重点的に調査しています。

平成25年度は、 落石対策事業に伴い、 栃畑谷地区字甚光院墓地及び大谷地区の高橋家（石見銀山御料
銀山町年寄山組頭遺宅）裏山において石造物悉皆調査を実施しました。

1)石造物調査指導会
実施日：平成25年6月10日
場 所：世界遺産センタ ー 、 栃畑谷地区字甚光院墓地
指導者：田中義昭氏（元島根県文化財保護審議会委員）、 池上悟氏（立正大学文学部教授）
概 要：今後の石造物調査の計画及び栃畑谷地区字甚光院墓地の調査について指導を受けまし

た。

2)石造物悉皆調査
実施日：平成25年8月27~11月30日

場 所：大田市大森町 栃畑谷地区字甚光院墓地及び大谷地区高橋家裏
指導者：池上悟氏
参加者：大田市・島根県教育委員会職員、 立正大学OG ·院生
概 要

栃畑谷地区字甚光院墓地では、 落石防護柵設置予定地内で約3,000m'の範囲に所在する石造
物を調査しました。 ここでは16世紀末～17世紀前半にかけての墓群がひろがっており、 大型の
組み合わせ宝筐印塔もあることから銀山最盛期を担った「山師」等の墓がつくられた可能性が
あります。 銀山の銀産量が落ち込む17世紀後半には一旦墓地は断絶しますが、18世紀後半にな
ると「愛宕権現社」が勧請され、 幕末にいたるものと考えられます。

また、 高橋家裏では、 石造物から17世紀前半の僧侶墓地があったと推測されます。

3)平成25年度調査報告書作成
概 要

悉皆調査をした栃畑谷地区字甚光院墓地、 大谷地区高橋家裏の石造物調査報告書を作成しま
した。 また、 平成24年度に実施した大谷地区本経寺墓地の発掲調査の報告書も刊行しました。

石造物調査の様子
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2. 歴史・民俗学的調査研究

世界遺産としての普遍的価値を高めるため、散逸の危機にある地域史料を主対象として文献調査を実

施しています。 その際、 人権・同和問題の解決へ向けての調査にも取り組み、 問題への理解促進と意識

の向上をめざしました。 また、 調査成果の活用方法については、 先進地域の類例調査を行いつつ引き続

き検討しています。

■文献調査の概要

石見銀山の歴史と国内外におけるその意義を明らかにするため、 石昆銀山に関する史料·文献について学

術的に調査しています。史料・文献の捜索や整理を行い、 保存・活用へ向けて撮影や解読を行っています。

1)文献調査指導会

第1回文献調査指導会

日 時：平成25年6月2日（日） 13:30~16:00 

場 所：島根県立古代出雲歴史博物館2階会議室（出雲市）

出席者：文献調査員、 島根県職員

第2回文献調査指導会

日 時：平成25年11月25日（日）10:00~16:00

場 所：島根県立古代出雲歴史博物館2階会議室（出雲市）

出席者：文献調査員、 島根県職員

概 要

第1回指導会では、 平成25年度の調査計画、 個別文書の具体的な調査方針について協議を行

い、 長期的な研究計画、 調査成果や史料の公開のあり方について検討しました。 第2回指導会

では、 調査事業の報告、 報告書の内容について検討しました。

調査成果を公開する刊行物については、 近世の石見銀山に関する基礎史料となる「元禄四年

万覚書」と「元禄六年石雲隠覚集」の翻刻を報告書として刊行しました。 これらの史料には17

世紀後半における石見銀山領の支配や銀山経営に関する基礎情報が記されており、 当該期の石

見銀山の状況をうかがい知ることができます。

2)史料調査

日 時：平成25年4月～平成26年3月

場 所：各文書所蔵先（大田市ほか）

出席者：文献調査員、 大田市職員、 島根県職員

概 要

平成26年度は、 次にあげた個別文書の目録作成 および撮影を行いました。

①寺社文書：栄泉寺文書、水上神社文書、 欝籐神社文書

②諸家文書：熊谷家文書、 竹下家文書、 上野家文書、 中島家文書、 山中家文書、 泉家文書、

木村家文書、 恒松家文書

このうち、 栄泉寺文書、 水上神社文書、 謡霞神社文書については調査を終了しました。終了

していない文書については調査を継続し、 なかでも数万点にも及ぶ膨大な史料群である熊谷家

文書、 竹下家文書については、 長期にわたり謂査を行っていく予定です。

このほか、 九州大学総合博物館が所蔵する鉱山関係史料、 島根県立古代出雲歴史博物

館に寄託されている石見銀l]]関係史料、 南八幡宮経筒・銭貨についても調査を行いました。
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■人権・同和問題調査

石見銀山遺跡とその周辺は、 戦国時代に戦国大名たちによって銀山争奪戦が繰り広げられ、 江戸時代

には幕領支配の中心地となりました。 このため銀山には多くの鉱山労働者をはじめさまざまな身分の人

びとが生活していました。江戸時代の支配のあり方は、 全国の幕領に共通するものと、銀山領独自のも

のがあったようです。 被差別身分の人びとも身分制にもとづく支配機構のなかに位置づけられ、 主に治

安維持に関わる業務についてきました。 その一方で、 当時からの偏見により忌避 ・ 差別された歴史があ

ります。

石見銀山に関わる調査研究は、 ユネスコの基本理念である「平和と人権尊重」の精神にのっとって行

うべきであることをふまえ、 歴史的事実の解明が石見銀山に関わる人権・同和問題の解決へつながるよ

う、 問題への理解を深め、 意識の向上を図る必要があります。 そのため、 有識者による研修会の開催と

関連施設の視察を実施しました。

1)人権研修会

日 時：平成26年2月28日（金）10: 00~12: 00

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー オリエンテ ー ション室（大田市）

講 師：信州大学副学長 笹本正治氏

演 題：金山と差別 一 日本の聖と賤 一

参加者：大田市職員、 石見銀山ガイドの会、 石見交通職貝、 島根県職員ほか、 合計30名

概 要

講演では、 中世の甲斐国（山梨県）での金山開発を事例に、 土地への開発を行うことのでき

る人びとが特別視されていたこと、 そして、 そこには聖と賤の問題が表裏の形で存在していた

ことなどについて、多くの史料や民俗学的事例をもとにわかりやすく解説していただきました。

人権・同和問題の淵源にも関わる内容で、 参加者一同が歴史的視点から問題を考えるきっかけ

となりました。

2)関連施設の視察

日 時：平成26年2月25日（火） ～26日（水）

場 所：紬松人権歴史館（大阪府堺市）、 大阪人権博物館（大阪府大阪市）

視察者：島根県職員

概 要

各施設において、 これまでの展示、研究成果について説明していただき、 人権 ・ 同和問題へ

の取り組みについてアドバイスを受けました。 歴史史料の展示や取り扱いについては、 地域や

関係機関への十分な説明と理解を得た上で、 公開していくことで問題の解決を目指すという方

針でなされており、今後の調査研究を進めていく上で非常に参考になりました。
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■教育普及方法等胴査

石見銀山遣跡の文化的 ・歴史的価値の情報発信を効果的に行うためには、 展示のほか体験学習や講座

などの教育普及活動が不可欠です。 それらの参考事例として、 世界遺産や鉱山遺跡などでの施設や活動

を視察し、 見識を深めるために調査を実施しています。

1)先進事例の調査

日 時： 3月5日 14:30~16:30

場 所：日鉱記念館（茨城県日立市）

視察者：島根県職員

概 要

今年度は、 茨城県日立市にある日鉱記念館を視察しました。館内では日立鉱山の創業から現

在の企業活動までの歴史、 坑内作業の原寸大の復元模型、 鉱山町の暮らしと文化などについて

展示されていました。 館外には竪坑の櫓と操作室が現存しており、 見学することができました。

特に、 近現代資料が充実しており企業博物館としての展示構成が注目されました。 また、 閉山

後の植栽による自然環境の再生のあり方については、 石見銀山の景観形成を考える上で参考に

なりました。

3. 自然科学的調査研究

鉱山技術の復元や、 遺跡の保存、 環境保護等を目的に、 石見銀山遺跡の実態を自然科学的な手法で解

明する調査を行っています。

■考古資料等分析調査

平成24年度に発掘調査を行った古龍遺跡1 • 2トレンチの花粉分析、 土壌粒度分析を実施するた

め、 平成25年4月23日に試料サンプリングを現地において行いました。 土壌粒度分析の結果、 1トレ

ンチの5~6世紀の遺構面下位にある砂層は河川性の堆積物であることが判明し、 海岸線の位置が古

墳時代以降大きくは変化していないことが確認されました。

■資産保全調査

1)石造物モニタリング調査

石見銀山造跡に多く所在する石造物の劣化度、 崩壊状況などを観察・測定し、 対応策を検討す

るために行う調査です。 石造物等の保存は、 現象の確認、 原因の究明、 対策の実施という手順で

進める必要があり、 当面は経年変化の観察と、 気象条件等のデー タ蓄積を行っています。

平成25年度は、 昨年度から引き続き龍昌寺に所在する代官浅岡彦四郎直胤墓の周辺で温湿度記

録計、 温度記録計を設置し、 継続的に測定デー タを蓄積しています。

2)福光石・花岡岩の劣化耐久に関する科学分析

石見銀山遺跡の近世石造物の大部分を占める「福光石」製品は、 凝灰質砂岩という独特の軟質

な岩質であるため、 経年的劣化の進行が早いことで知られています。今後の保全対策における参

考デー タを得るため、 島根県産業技術センタ ー （浜田技術センタ ー）に依頼し、「凍害」と「酸性雨」

による劣化を想定した実験を行いました。

凍害試験で、 ー20度の凍結と融解の繰り返し試験により、 劣化進行状況を確認しました。 ま

た、 ケイ酸塩原料分析で、酸性液体に福光石試験体を浸し、 時間経過によりどのような成分が溶
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出するか蛍光X線分析などで確認しました。両実験ともに、 比較資料として「花岡岩」も試験体

に加え、 さらに事前・事後の試験体「吸水率試験」、「強度試験」を行いました。

■生物調査

陸棲脊椎動物、 毘虫類、 植物などの生物調査

実施対象：石見銀山遣跡及びその周辺

実施方法：財団法人しまね自然と環境財団（島根県立三瓶自然館）に委託し実施

概 要

平成20年度から代表的な自然環境を有する地域を対象に生物調査を実施し、 年次変化や影響の有

無を把握することとしています。 平成25年度は銀山/II遊歩道、 要害山登山道、 本谷地区、 柄ケ浦

港、 沖泊港について年2回（春・秋）の継続的監視・観察を行いました。 また、 大久保間歩、 矢滝

城跡、 石見城跡において、 特定動植物（コウモリ類、 洞窟性昆虫類、 ギフチョウ、 ラン類など）の

調査を行い、 生息状況の記録を行っています。来訪者の増加などに伴い、 生物環境への人為圧は高

まっていますが、 現在のところ大きな変化はありません。新たに希少動植物の存在が確認されてお

り、 継続した情報収集が必要です。

4. テ ー マ別調査研究

平成20年度から「最盛期石見銀山の復元」と「東アジアの鉱山比較研究」を大きなテ ー マとして、 お

よそ3年周期の共同調査研究を進めています。 この研究では、 考古学、 歴史地理学、 地質学、 鉱山学な

どの分野から外部の研究者に客員研究員として参加してもらい、 年に2回程度の共同検討会を開催しな

がら進めています。

0石見銀山遺跡客員研究員 名簿

研究テ ー マ 氏 名 所 属

井 上 雅仁 島根県立三瓶自然館

大 庭 康 時 福岡市埋蔵文化財センタ ー

最盛期石見銀山の復元
仁 木 宏 大阪市立大学大学院文学研究科

藤 原 雄 高 石見銀山資料館

山 村 亜 希 愛知県立大学文学部日本文化学科

中 野 茂 夫 島根大学大学院総合理工学部研究科

中 西 哲 也 九州大学総合研究博物館

東アジアの鉱山比較研究
仲 野 義 文 石見銀山資料館

中 村 唯 史 島根県立三瓶自然館

吉 原 道 夫 佐倉市す臼井南中学校

■最盛期石見銀山の復元

この事業では、 考古・文献・歴史地理・自然科学等各分野の研究者による調査研究によって、 土

地・人・物の状況解析を基軸として、16世紀から17世紀初め頃にかけて最盛期を迎えた石見銀山の景

観を復元的に明らかにすることを目標に、 展示やイラスト作成なども念頭に置きながら調査研究を

行っています。
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■東アジアの鉱山比較研究

石見銀山遺跡が世界遺産に登録された際、 ユネスコ世界遺産委員会から「石見銀山遺跡及び国内外

の他の鉱山遺跡との比較研究の実施」が要請されました。 このため、 島根県と大田市では東アジアの

鉱山遺跡の情報を行うこととしました。 海外鉱山については、 中国の情報収集を実施しています。 ま

た、 国内については、生野銀山をはじめとする石見銀山と関係の深い銀鉱山について共同研究を進め

ています。 また、 久喜大林鉱山をはじめとした県内鉱山についても、江戸時代に 石見銀山料に含まれ

ていた鉱山を中心に 調査を行っています。

■事業の実施概要

1)第13回石見銀山遺跡客員共同検討会の開催

実施日：平成25年8月19日

場 所：パルメイト出雲

出席者：25名（客員研究員、 大田市教育委員会職員、 島根県教育委員会ほか）

概 要：検討会では昨年度に引き続き「最盛期石見銀山の復元」と「東アジアの鉱山比較研究」

の2つのテーマについて職員及び客員研究員による下記の報告があり、 質疑応答 ・ 意見

交換を行いました。

1)田原淳史「台湾鉱山との比較研究事業について」

2)岩橋孝典「古龍地区の発掘調査成果について」

3)尾村 勝・野島智美「昆布山谷地区における分布調査について」

4)岩橋孝典「石造物・寺院からみた栃畑谷・昆布山谷地区について」

5)鳥谷芳雄「旧中山家絵図史料にみる石見銀山の歴史的景観」

6)藤原雄高「貸借証文に見る19 世紀の鉱山町の景観」

7)仲野義文「鉱山開発と地域社会構造の変容J

2)第14回石見銀山遺跡客員共同検討会の開催

実施日：平成26年1月31日

場 所：島根県立古代出雲歴史博物館

出席者：19名（客員研究員、 大田市教育委員会職員、 島根県教育委員会職員）

概 要：客員研究員による研究成果の発表が行われた。

1)中西哲也「鉱山遺跡採取のスラグ分析と石見銀山」

2)大庭康時「灘・古龍・輌ヶ浦、 港と道」

3)中野茂夫「建築史的観点からみた永久谷の変遷」

4)山村亜紀「歴史地理学からみた石見国 ・ 銀山周辺の港」

5)仁木 宏「銀山都市の構造とその意義」

3)第4回石見銀山遺跡拡大客員共同検討会の開催

実施日：平成26年3月17日

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー

出席者：22名（客員研究員、 調査指導者、 大田市教育委員会、 島根県教育委員会ほか）

概 要：拡大検討会は、 各分野で多面的に 行われている石見銀山の調査研究の現状やその成果に

ついて、 関係者間の情報交換 ・ 意見交換を進めることを目的に 、 平成22年度から継続し

て実施しています。 紙上報告をあわせ11の発表がありました。

1)中田健一 •新川隆「宮ノ前地区発掘調査報告書刊行」
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2)野島智美「昆布山谷地区発掘調査報告」

3)岩橋孝典「愛宕神社外石造物調査他」

4)田原淳史「間歩調査の成果」

5)田原淳史「鉱山比較研究・台湾調査研究」

6)若槻真治「石見銀山の柵列の基礎的考察（後編）」

7)小杉紗友美「文献調査I ー 今年度調査概要」

8)矢野健太郎「文献調査Il ー水上神社・豊栄神社」

9)藤原雄高［文献調査皿 ー史料窮刻の成果」

4)東アジアの鉱山比較研究に伴う調査

①台湾鉱山の調査

明治時代に藤田組によって操業された台湾瑞芳鉱山につき、 関連資料の収集及び調査を行い

ました。 なおこの調査は台湾新北市立黄金博物館の協力を得て、 琉球大学との共同調査で実施

しました。

②東アジアの鉱山比較研究報告会

実施日：平成26年2 月12日

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー

概 要：台湾及び石見銀山の近代関係資料の調査成果の報告会を開催しました。

台湾

1)波田野想「台湾側資料調査の結果について」

2)波田野想・田原淳史「台湾における藤田紺の初期鉱山開発について」

石見銀山

3)岩橋孝典「これまでの調査について」

4)新川隆「清水谷精錬所跡の調査について」

5)尾村勝「19世紀の土地利用について」

6)田原淳史・矢野健太郎「藤田組の操業について」

7)岩橋孝典「煉瓦の導入」

③邑南町久喜大林製錬所の調査指導

邑南町教育委員会が実施する久喜大林鉱山のうち釜屋地区の「焼窯」群などの発掘調査指導

会が平成25年11月11 • 12日に開催され、 石見銀山との比較のために参加しました。 また第1回

久喜大林鉱山発掘調査委員会が平成25年11月21 • 22日に開催され、 オブザー バ ーとして参加し

ました。

④兵庫県生野銀山の比較調査

平成26年3月19 • 20日に、 生野銀山の視察を行いました。（株）シルバ ー 生野が経営する「史

跡生野銀山」の展示場「生野鉱物館」、「鉱山資料館」、「吹屋資料館」と生野市教育委員会所管

の「生野書院」を視察しました。

5)最盛期石見銀山の復元に伴う研究会参加

平成25年9月11日～13日に奈良市内で開催された「金属の歴史国際学会(BUMAVIIT)」に参加

しました。 当日は石見銀山における調査のうち、 間歩調査及び考古学調査についてポスタ ー セッ

ション及び3分間スピ ー チに参加し、研究者や関連機関の担当者と意見交換を行いました。
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w ． 遺跡の保全・管理業務の概要

1. 資産の経過観察（モニタリング）

■概要

世界遺産の構成資産について、 定期的かつ体系的な経過観察（モニタリング）を実施しています。

「世界遺産条約の履行のための作業指針」に基づき、 情報収集及び記録作成を毎年行い、 蓄積した成

果について6年毎に保存状況の評価としてまとめ、 ユネスコ世界遺産センターを通じて世界遺産委員会

へ提出することになっています。平成22年度以降は様式が変更され、 島根県及び大田市はセッションII

（特定の世界遺産物件の保全状態）を報告することになっています。

■定期報告『保全状態の測定にかかる指標』（抄）
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2. 遺跡パトロ ー ル

遺跡の維持保全のために、 平成21年度より専任の遺跡管理人を1名、 平成23年度より見学道等の公開

施設の点検・補修のため、 専任の遺跡整備管理人を1名（いずれも大田市嘱託員）配置し、 石見銀山で

の遣跡パトロ ー ル体制を構築しています。

遺跡管理人は定期的巡視のほか、 遣産内における除草、 小範囲の伐採を行い、 遣跡整備管理人は施設

の小修繕、 簡易サイン敷設等の活動を行なっています。

■石見銀山遺跡ボランティア活動実績

石見銀山世界遺産センタ ー は、 ボランティア活動の窓口である石見銀山協働会議と協力し、 石見銀

山遺跡地内の活動内容の相談や指導、 支援を行っています。 平成25年度に活動実施いただいた団体

は、 次のとおりです。

日付 団体名 場所 作業内容
4月19日 大田丸三 銀山公園 草刈り
4月23日 島根中央局校 本谷筋 竹処理
5月12 日 大森町自治会協議会 代官所跡周辺 草刈り、 清掃
5月27日 大田マルヰ 豊栄神社、 下河原吹屋跡、遊歩道 草刈り
6月1日 石見銀山ガイドの会 蔵本坑周辺 草刈り
6月8日 大田市危険物保安協会 清水谷製錬所跡 草刈り
6月9日 銀和会 市道銀山線 草刈り
6月15日 島根中央信用金庫 銀山公園 草刈り
6月15日 大田市年金友の会 佐毘売山神社周辺 草刈り
7月13日 東幸建設 清水谷製錬所跡、山吹城大手口周辺 草刈り、竹刈り
8月3 日 須山商事 銀山川 草刈り、ごみ拾い

8月18日 大森町自治会協議会 銀山公園～龍源寺間歩 草刈り
8月23日 大田LPガス協会 大久保墓所、 豊栄神社周辺 草刈り

8月24日 石見銀山ガイドの会 銀山公園～龍源寺間歩、 蔵本坑 草刈り

8月25日 大田商工会議所膏年部 清水谷製錬所跡 草刈り

10月26日 石見銀山協働会議 井戸神社、 城上神社 倒木処理

11月10日 大森町自治会協議会 大森町内 草刈り、ごみ拾い

12月1日 石見銀山ガイドの会 蔵本坑周辺 草刈り

大森町自治会協議会、大森町文化財
2 月23日 保存会、 大森まちづくりセンタ ー 、 遊歩道、 市道銀山線 草刈り

石見銀山ガイドの会

3月18日 島根中央画校 本谷筋 竹処理

▲各団体による清掃作業の様子
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■古文書から知る石見銀山

古文書を解読しながら石見銀山について学んでいく請座を、 初級、 中級、 上級の3つのコ ース

を設けて毎月実施しました。

〇実施状況

日 時：侮月第2木曜日、全12回（初級・中級）

毎月第3木曜日、全12回（上級）

参加人数：初級コ ース 24名（請師：矢野健太郎）

中級コ ース 11名（講師：小杉紗友美）

上級コ ース 8名

概 要

初級コ ースは、 講義形式で実施し「九州道の記」をテキストに、 くずし字の解読のコツを学

びながら、「九州道の記」に記された戦国末期の社会や文化、 西日本の各都市の状況について

もとりあげました。

中級コ ースでは、「熊谷家文書」をメインテキストに石見銀山や大森町に関する様々な題材

をとりあげ、 演習形式で解読しながら、 当時の歴史的背景や経緯についても学びました。

上級コ ースは、受講生のみのサロン形式で、 石見銀山に関する江戸時代の概説書を輪読しま

した。

←亭～」

ピ
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■市内各校銀山学習実施の状況

H25年度センター・大久保実績：市内小学校12校248人、市内中学校3校 127人

H24年度センター・大久保実績：市内小学校 14校390人、市内中学校6校330人

H23年度センター・大久保実績：市内小学校15校288人、市内中学校4校166人

校名 ，学年
,, 、 ' I 
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4. 情報コ ー ナ ー展示の実施

●石見銀山遣跡発掘調査速報展示

期 間：平成25年4月12日（金） ～5月27日（月）

平成24年度に発掲調査を行った古龍遺跡、 石見銀山遣跡（本経寺墓地・昆布山谷地区）について

調査成果を公開する速報展を開催しました。

古龍遺跡では、 16抵紀後半の遺構や貿易陶磁などの遣物が発見され、 文献ではその存在が知られ

ながらも実態が不明であった港町「古龍」の一端が明らかになりました。

本経寺墓地の発掘調査では、 山吹城南麓を防衛する郭から鉛の鉄砲玉が出土したほか、 本経寺の

墓地へと土地利用の変遷が確認されました。

昆布山谷地区では、 寄贈者名の入った壺片などが出土し、 ビトとモノの交流を示す資料がいち早

く公開されました。

本展示では、 それぞれの遺跡の出土品を展示し、 石見銀山遺跡の歴史が着実に明らかにされてい

ることを紹介しました。

発掘謂査速報展の様子
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■石見銀山遺跡整備検討委員会の開催

事業実施にあたって、 以下のように整備検討委員会を開催しました。

①第16回委員会

日時：平成25年7月24日（水） 9:30~12:00

場所：大田市役所 出席委員： 7名

②第17回委員会

日時：平成25年11月27日（水） 13:30~15:30

場所：大田市役所 出席委員： 7名

③第18回委員会

日時：平成26年3月27日（木）13:30~15:30

場所：大田市役所 出席委員： 7名

石見銀山遺跡整備検討委員会 委員名簿

氏 名 住 所 区 分

1 田 中 哲 雄 京都府 学識経験者

2 大 橋 泰 夫 松江市 学識経験者

3 村 上 隆 奈良市 学識経験者

4 村 田 信 夫 滋賀県 学識経験者

5 横 田 修一郎 松江市 学識経験者

6 小 林 准 士 松江市 学識経験者

7 井 上 雅仁 大田町 学識経験者

8 勝 部 昌 正 長久町 地元代表者

， 河 原 美紀子 湿泉津町 地元代表者

10 中 村 仁 美 大森町 地元代表者

備 考

委員長

副委員長

※任期：平成24年10月1日から平成26年9月30日

-35-



2. 重要伝統的建造物群保存地区保存事業

■大森銀山地区

1)城上神社本殿、 随神社、瑞垣、 通殿／大田市大森町イ1477（宮ノ前）

本殿／修理／社寺建築物No.2/MiW15

構造形式：木造、 桁行二間、 梁間二間、 隅木入春日造、 向拝ー間前室付、鉄板葺

城上神社は、 大森町宮ノ前地区に位置する大森地域の氏神である。 本殿は、桁行二間、 梁間二間

の隅木入春日造の形式をもち、 正面両脇に随神社を擁する。棟札によると、 建築年代は窟政12年

(1800)の大火後の文化12年(1815)で、 痕跡によれば前室部分を間仕切る板壁は後補のもので、

以前は外部開け放ちであったことや、 正面木階下部には浜床が取り付く形式であったことが窺える。

経年による劣化のため屋根に雨漏りを生じて垂木や野地などに腐朽がみられるほか、 木階や縁板、

高欄、 亀腹など足元廻りの傷みや石段の不陸、 ムササビによる木部の被害もあることから、 屋根や

足元廻りの木部の修繕と屋根の葺き替え、 石段や亀腹の修繕など、 国庫補助事業として保存修理工

事を実施した。

▲修理前 ▲修理後
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を良好に維持する上で重要な施設である。棟札によれば昭和43年に建て替えられており、 現在は、

随神社内側の通殿の柱には本殿との結界となる格子戸と板塀 が取り付く。 屋根葺き材の老朽化に

よって木部に傷みがみられ、 門扉の不具合もあったため、 本殿と随神社の修理にあわせて国庫補助

事業として修景工事（更新）を実施した。

▲修理前

2)八島家土塀／修理／建築物No.249/SiE 4／大森町ハ111（新町）

構造形式：木造、桟瓦葺、 南北3.24m、 東西14.08m、 総長17.32m

▲修理後

八島家は、 新町の東側、 町並み交流センタ ー の斜向いに位置し、 表通りと銀山川との間の敷地に

建つ町家である。 土塀は、 八島家の背面に流れる銀山川との敷地との境界に設けられたものであり、

昭和18年の銀山川氾濫以前の旧流路を示す遺構として、 また銀山川沿いの歴史的風致を構成する要

素として重要なものである。

八島家土塀は、 敷地東南の隅角部にL字型の形状で現存するもので、 以前川沿いには土塀に続き

納屋や水車が建ち並んでいたという。経年のため軸部の腐朽や屋根瓦の葺き乱れを生じ、全体的に

大きな傾きを生じていたため、 方杖などで応急的に補強していたが、 平成25年10月の大風により倒

壊し、 国庫補助事業によって保存修理工事を実施した。

▲修理前 ▲修理後

3)西本寺山門／修理／社寺建築物No.21/GiW15／大森町ホ209（銀山）

構造形式：四脚門、 切妻造、桟瓦葺／市指定有形文化財（平成16年4月27日）

西本寺山門は、 以前銀山川の対岸中腹にあった曹洞宗龍昌寺の山門であったが、 龍昌寺が昭和36

年に久利町へ移転するにあたり当地へ移築されたもので、 山吹城の遺構とも伝えられる。 山門は、

斗供や木鼻など全体的に無駄のない正統的な造りで、 17世紀初頭の特徴を備える模範作と位置付け
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■ 温泉津地区

， 

' 

゜�／ 

走年 、／9’ � ’ 

' '  
． ，

1)西楽寺本堂YS-03-01（保存計画番号No.87)／温泉津町温泉津イ727-1（湯町）

修理／木造平屋建、 入母屋造桟瓦葺（延面積432.15ni)

西楽寺は温泉津の町並みの中ほどに位置する浄土真宗本願寺派の寺院である。本堂は境内中央の

奥に北面して建つ。

構造形式は正面桁行20.lm、 梁行21.5m、 入舟屋造、 向拝ー間、 桟瓦葺、 温泉津では最大の本堂

で、 建築年代は須弥壇裏の墨書より天保12年(1841)頃と推定される。平成3年に屋根替えなどの

改修を行ったが、 近年、 床下構造材の不陸、 床板がたわむなどの不具合が生じていた。 また、 背面

外壁は雨落ちにより柱の根元が腐朽し漆喰壁が剥離していた。

修理工事は国庫補助事業で行い、 床下の構造補強と背面の腰壁の補修を行った。 須弥壇・内陣下

は大引、 根太の腐朽箇所の補修と構造補強を行い、外陣下は以煎の改造で切断されていた大引を繋

ぎ直した。 背面の腰壁は、 雨落ちの跳ね返りで腐朽していた柱の根継ぎを行い、 漆喰壁を覆う腰壁

を設けた。

▲西楽寺本堂外観 ▲外陣床組補強
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▲内陣床束補強

2)西楽寺鐘楼 YS-03-06（保存計画番号No.92)／温泉津町温泉津イ727-1（湯町）

修理／木造平屋建、 入母屋造桟瓦葺（延面積4.73 ni)

▲背面腰壁補修

鐘楼は境内地の北東に位置する。構造形式は、柱脚で梁行2.00m、 桁行2.36m、 入母屋造、 桟瓦

葺、 一間四方の四脚型で、 反りをもった四方転びの柱を虹梁と頭貫で固め、 台輪上の組物で側桁を

受ける。軒は一重の平行半繁垂木で、 台輪上の中備には墓股を置き、虹梁鼻に木鼻を取り付ける。

天井廻り縁付近に取り付けられている銘板には、 文政2年(1819)とあり、虹梁や木鼻の絵様など

から当時の建築と考えられる。 昭和60年頃に修理工事がされており、 その際に、 東西北面3方の土

台、柱4本のすべて、 天井も拭い板貼りに替えられている。 それから約30年が経過したことにより、

塀屋根の雨の跳ね返りが足元に及び、 昭和の修理で取替えられた土台が再び腐朽していた。 また、

屋根と梵鐘の荷重から、 反り柱の木目の切れ目に割れが生じていた。

今回の修理工事は国庫補助事業で行い、 土台腐朽部の取替え、柱目切れ部分のバンド補強、 北面

柱間に水切り養生板を設置した。

,t,.修理前 ▲修理後
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3. その他の事業

■石見銀山遣跡調査活用委員会

第11回調査活用委員会は平成25年7月10日、 石見銀山世界遺産センタ ーで開催されました。 出席

委員は、 大橋、 勝部、 黒田、 高安、 田辺、 中塩、 仲野、 中村、 林、 原田、和上、村上委員の12名で

した。 文化庁からは記念物課抵界文化遺産室の岡島通子主任に出席いただきました。

議事のうち報告事項は①調査研究（平成25年度の経過と今年度の計画について）、 ②整備活用

（登録5周年記念事業と今年度活用事業について、 総合整備について）でした。協議事項は石見銀

山遺跡第2期整備事業計画について議論が行われました。 なお前日の9日には石銀地区の史跡整備

状況や石造物等の分布状況の視察及び石見銀山資料館で開催されていた「井戸平左衛門公没後280

年記念特別展」を見学しました。

第12回調査活用委員会は平成25年11月15日、 石見銀山世界遣産センタ ー で開催されました。 出席

委員は井上、 大橋、勝部、 巖安、 田辺、 中塩、 仲野、 中村、林、 原田、和上委員の11名でした。

議事は平成25年度の調査研究事業（発掘調査・石造物調査 ・ 文献調査）と整備活用事業（建造物

修理事業・基金事業・情報発信事業）の中間報告がそれぞれ行われました。

石見銀山遣跡調査活用委員会 委員名簿

氏 名 所 属・職 名 専門分野 備 考

井 上 雅 仁 島根県立三瓶自然館学芸課長代理 自然環境

大 橋 泰 夫 島根大学法文学部教授 考古学

勝 部 昭 元•島根県教育委員会教育次長 文化財行政 委員長職務代理者

黒 田 乃 生 筑波大学大学院准教授 文化的景観

小 林 准 士 島根大学法文学部准教授 近世思想史

高 安 克 己 島根大学名誉教授 地質学 委員長

田 辺征 夫 （公財）大阪府文化財センタ ー 理事長 考古学

中 塩 弘 DOWAホ ー ルデイングス（株）取締役 鉱業

仲 野 義 文 石見銀山資料館館長 近槻史

中 村 俊 郎 中村ブレイス（株）代表取締役社長 地元有識者

西 村 幸 夫 東京大学先端科学技術研究センタ ー 所長 都市計画

林 秀 司 島根県立大学教授 人文地理

原 田 洋一郎 東京都立産業技術高等専門学校准教授 鉱山史

村 上 隆 京都国立博物館学芸部長 歴史材料科学

和 上 豊 子 石見銀山ガイドの会煎会長 地元有識者

※任期：平成23年4月1日～平成26年 3月31日。

■石見銀山遺跡保存管理委員会

平成25年度は開催されませんでした。

■石見銀山景観保全審議会

平成25年度は、 開催されませんでした。
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宗教法人 経年劣化により傷みの出ている本殿の屋根廻り、 木 5,323,500 532,000 
井戸神社 階、縁側、 浜縁等の足元廻りの保存修理

宗教法人 本堂の内陣・外陣の補修、鐘楼の土台腐朽部の取替 3,769,245 376,000 
西楽寺 え等の保存修理

大森町自治会協議
世界遺産石見銀illを未来に引き継ぐことを目的とし

会
て町のあり方について定めた「大森町住民憲章」を 218,725 145,000 
記した看板（移動式）の作成及び設置

NPO法人 森林（竹林）整備を軸としたグリ ー ンボランティア

緑と水の連絡会議
ツア ー の企画・運営。 ツア ー 参加者を対象とした石 1,027,834 600,()()() 
見銀山遣跡ガイダンス

島根県現代彫刻振
地元産材である福光石を使用したワ ー クショップや

石見銀山を
興委員会

福光石の遺跡との関連検証、 公募による彫刻展示と 2,272,712 1,500,000 
活かす活動 作家間及び石見銀山住民との文化交流

NPO法人しまね歴
石見銀山の歴史や生活、 関連する分野をテ ー マにし

史文化ネットワ ー

た講座と遺跡踏査、 街道、 町並み探索等のフィ ー ル
2,553,688 1,702,000 

ドワ ー ク、 地域の商業者や住民とのセッション等をクもくもく 維み合わせた3泊4日の滞在型体験講座の開催

石見銀山地質研究 仙ノ山が属する大江高山火山群とその周辺地形や地 468,199 278,000 
会 質に関する研修・研究

NPO法人プロジェ 石見銀山をテ ー マとしたバリアフリ ー観光情報誌の

クトゆうあい
作成•発行（発行中のフリ ー ペ ー パ ー 「てくてく日 754,700 500,000 
和（李刊）」のうち1号を石見銀山特集とする）

石見銀山とり・は 世界遺産石見銀山のエリアにおける動植物の分布調 136,413 90,0IJIJ 
な·むしの会 査・広雑活動

石見銀山ガイドの 一般市民を対象とした石見銀山ガイド養成講座の実 70,983 47,000 
石見銀山を ム云 施
伝える活動

石見銀山の武家や商家に伝わる家財の仕舞い方の調
家の女たち 査結果をまとめた小冊子「仕舞う（しまう）」を刊行 1,268,000 500,000 

し、 石見銀山で育まれた暮らしの知恵と工夫を紹介

大森町の遺跡、 施設、 イベント等を背景に大森町に
NPO法人 暮らす住民と居合わせた観光客等と一緒に撮影し、 302,693 200,000 
納）IIの会 大森町に暮らす住民とその住民が守り続けてきた景

観をカレンダ ー にして後世に残す

大田市内小中学校 大田市内の小中学校の石見銀山遺跡の関連学習（遺 1,253,860 1,253,860 
等 跡見学・体験学習・学習発表等）

合計 43,988,393 10,424,860 
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■大久保間歩一般公開
平成25年度は、 ツアー催行日数125日、 ツアー参加者は6,644人で、 昨年に比べ2％減となりまし

た。平成20年度にスタ ー トしたツアーも6 年が経過し、 毎年47都道府県から沢山の方にご参加いた

だいています。昨年につづき参加人数 は 1位東京、 2位大阪となり、 関東方面からの来訪も目立つ

ようになりましたが、 中国5県や兵庫からの参加者は減少しており、 今後の集客方法に課題が残り

ます。
集客率は67％と、 昨年を約2％下回り、 減少傾向にあります。今後の課題として、 個人はもとよ

り、 エージェントに対して石見銀山遺跡に限定せず、 大田市内の観光施設との連携も踏まえた団体

ツア ーの売り込みをすることで集客率のアソプを図ることも必要と思われます。

公開日： 4 月～11月及び、 3 月の金・土 ・ 日 ・ 祝日(12月 ～ 2 月末日までは休場）
午前と午後各2回のツア ー （1日4回）

定 員：各回20名（1日80名）
申込先：（捌石見観光 大田営業所内 大久保間歩予約センタ ー

電話0854-84-0750 FAX 0854-84-0751 
HP http://www.iwami.or.jp/ginzan/ 

0都道府県別 大久保間歩入坑者数（平成24年度～25年度）

平成24年度 平成25年度 対箭年比 平成24年度 平成25年度 対前年比
人数 人数 増減数 増減率 人数 人数 増減数 増減率

北海道 84 115 31 37% l、ユ
絃加良 llO 109 -1 -1%

宇自杯木 12 16 4 33% 京都 234 179 -55 -24%

岩手 7 12 5 71% 大阪 680 689 ， 1% 

宮城 19 35 16 84% 兵庫 538 488 -50 -9%

秋田 8 ， 1 13% 奈良 107 100 -7 -7%

山形 17 10 -7 -41% 和歌山 49 43 -6 -12%

福島 17 15 -2 -12% 鳥取 154 83 -71 -46%

茨城 63 50 -13 -21% 島根 354 186 -168 -47%

栃木 31 34 3 10% 岡山 301 191 -llO -37%

群馬 35 33 -2 -6% 広島 634 386 -248 -39%

埼玉 212 220 8 4% 山口 208 126 -82 -39%
千葉 158 278 120 76% 徳島 88 38 -50 -57%
東京 779 926 147 19% 香川 117 153 36 31% 

神奈川 420 455 35 8% 愛媛 90 105 15 17% 
山梨 26 19 -7 -27% 昂知 57 23 -34 -60%
新潟 17 45 28 165% 福岡 262 230 -32 -12%
長野 32 62 30 94% 佐賀 23 39 16 70%
富山 36 27 -9 -25% 長崎 41 29 -12 -29%
石川 30 69 39 130% 熊本 25 37 12 48% 
福井 35 40 5 14% 大分 25 29 4 16% 
岐阜 66 102 36 55% 宮崎 10 19 ， 90% 
静岡 llO 194 84 76% 鹿児島 21 22 1 5% 
愛知 351 456 105 30% 沖縄 11 12 1 9% 
三重 78 89 11 14% 海外 19 17 -2 -11%

合計 6,801 6,644 -157 -2%
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河． 職員及び運営スタッフ（平成25年度）

■石見銀山世界遺産センター

【大田市l

林 泰州（石見銀山課長） 中田 健一（石見銀山課長補佐兼調査整備係長）

長嶺 康典（石見銀山課兼生涯学習課文化財係長）

青木 俊介（主事） 野島 智実（技師）

［島根県】

熱田 貴保（世界遺産室主席研究員）

矢野健太郎（世界遺産室主任研究員）

岩橋 孝典（世界遺産室専門研究員）

小杉紗友美（世界遺産室嘱託）

［指定管理者］

石見交通株式会社

高木敏治（マネ ー ジャ ー） 山藤かおり（サブ・ マネージャ ー ）

竹中 咲実（臨時職員・事務） 丸山 教子（同3月まで）

湯川 登（臨時職員·大久保間歩管理員）飯干 聖史（パ ー ト8月より）

向田 直美（臨時職員・案内窓口担当） 石橋富士子（同） 山本みづき（同） 景山 浩子（同）

鶴本 久子（パ ー ト・案内窓口担当） 小原 智美（同） 曽我 冴美（同）

和田 薫（パ ー ト・案内窓口担当） 大谷美保子（同） 田平 好香（同9月まで）

田平美佐子（パ ー ト・案内窓口担当） 野々村 綾（同6月より）

■大田市教育委員会 教育部 石見銀山課

大國 晴雄（教育長） 田中 純一（教育部長） 林 泰州（石見銀山課長）

中田 健一 （石見銀山課長補佐兼調査整備係長） 長嶺 康典（文化財係長）

根 隆宏（世界遣産係長）

大門 克典（建造物係長） 松下 望美（副主任） 小野 将史（技師）

青木 俊介（主事） 野島 智実（技師）

新川 隆（嘱託職員） 尾村 勝（同） 松尾 賢二（同）

勝部 衛（嘱託職員） 西尾 克己（同） 嶋村 徹（同）

高村 玲子（遺物整理員） 井上 伸子（同） 浅野 美貴（同） 岩谷 雅美（同）

■島根県 教育庁 文化財課 世界遺産室

松本 洋子（室長） 角 俊一 （主任） 間野 大丞（企画員） 榊原 幸春（同）

■石見交通株式会社

岸田 檸司（常務取締役）

三浦タツエ（労務課長）

佐々木 篤（大田営業所

■株式会社石見観光

椋木 勝美（常務取締役）

澄川 和宏（経理係長）

所長）

和田 三雄（大田営業所 所長）
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瓦各種資料

1. 石見銀山遺跡に関する活動等日誌（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

02013（平成25)年

□4月

4/5 ～ 平成25年度大久保間歩 一般公開ツア ー (-11/30)

4 /11 第1回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）

4/18 第1回古文書講座・上級 （於：世界遺産センタ ー ）

4 /20 寸劇「鉱山町のくらし」第2回公浪（於：世界遺産センタ ー ）

4/27 「ぐるっと三瓶•石見銀山広域バス」運行開始（毎週土日曜・祝日）

4 /28 石見銀山・たけのこ採り大作戦（於：清水寺休憩所裏山）

□5月

5/3~5/5 仁摩～大森間無料シャトルバス運行

5/9 第2回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）

5 /11 石見神楽定期公演開始（毎週土日曜日 ・ 祝日）

5 /16 第2回古文書講座・上級 （於：世界遺産センタ ー ）

5 /19 古代出雲歴史博物館イベントに参加

5 /26 井戸さんまつり（井戸神社）

5 /27 梅雨入り発表

□6月

6/2 石見銀山・たけのこ採り大作戦（於：仙の山地内 石銀地区）

6/3 寸劇「鉱山町のくらし」第3回公演（於：世界遺産センタ ー ）

6/7 危険物保安協会ボランティア（於：世界遺産センタ ー 周辺除草）

6 /13 第3回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）

6 /19 洪水警報発令（13時12分）大雨洪水警報発令（16時）

6 /20 第3回古文書講座・上級 （於：世界遺産センタ ー ）

6 /2 2 石見銀山研究会（於：世界遺産センタ ー ）

寸劇「鉱山町のくらし」第4回公演（於：世界遺産センタ ー ）

世界遺産「富士山 一信仰の対象と芸術の源泉」登録決定

6 /29~9 /29 『ぎ・ん ・ぶ・ら』古代出雲歴史博物館・三瓶自然館サヒメル ・ 3館連携イベント

6/29- 世界遺産登録6周年記念イベント

□7月

~7/2 世界遺産登録6周年記念イベント

7/ 2 「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録記念日（無料開放）

寸劇「鉱山町のくらし」第5回公演（於：世界遺産センタ ー ）

7/3 大田市に大雨警報発令（昼過ぎ）

7/8 梅雨明け宣言
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□11月
11/1~11/ 3 兵庫県考古博物館古代体験秋まつりイベントに参加

11/ 9 「ごうきん希望の森•石見銀山」（しまね企業参加の森づくり事業）
11/14 第8回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）

11/16 寸劇「鉱山町のくらし」第10回公演（於：世界遺産センタ ー ）
11/17 昆布山谷地区現地説明会（中止）
11/19 島根中央高校ポランティア活動（中止）
11/21 第8回古文書講座・上級 （於：世界遺産センタ ー ）
11/23 イワミムラタ清掃活動（於：水辺公園•お花見広場）

□12月
12/1 大久保間歩一般公開限定ツア ー催行休止～2月末まで
12/1 「おおだみちくさ日和・竹でつくるインテリアランプ」（於：世界遺産センタ ー ）
12/ 5 クレ ー ム対応研修～顧客満足を収益に～参加（大田商工会議所）
12/12 第9回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）

12/15 寸劇「鉱山町のくらし」第11回公演（於：世界遺産センタ ー ）
12/17 3館会議（石見銀山資料館）
12/19 第9回古文書講座・上級 （於：世界遺産センタ ー ）
12/26 「石見銀山を考える」ワー クショップ参加（於：市民センタ ー 会議室）
12/31 年末年始休館日

02014（平成26年）

□1月
1 / l 年末年始休館日
1 /7 寸劇「鉱山町のくらし」第12回公演（於：世界遺産センタ ー）
1/9 第10回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）
1/13 寸劇「鉱山町のくらし」第13回公演（於：世界遺産センタ ー ）
1 /16 第10回古文書講座・上級 （於：世界遣産センタ ー ）

1 /17~1 /19 「島根ふるさとフェア2014」に参加（於：広島県立総合体育館）
1/22 「石見銀山を考える」ワ ー クショップ参加（於：市民センタ ー会議室）

□2月
2/3 「石見銀山を考える」ワー クショップ参加（於：市民センタ ー会議室）
2 /13 第11回古文書講座•初級・中級（於：世界遺産センタ ー ）
2 /15 石見銀山協働フォ ー ラム（於：あすてらす）
2 /16 寸劇「鉱山町のくらしJ第14回公演（於：世界遺産センタ ー ）
2 /20 第11回古文書講座・上級 （於：但界遺産センタ ー ）
2 /26 視察・研修（於：兵庫県・生野銀山）
2 /28 人権同和研修（於：世界遺産センタ ー ）

□3月
3/9 山陰自動車道（湯里IC～福光IC間）開通イベント
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は拠点施設からの退去を命ずることができる。

(1)拠点施設の施設、 設備、 展示品及び資料等をき損し、 汚損し、 又は滅失するおそれのある者

(2)他人に危害を加え、 又は迷惑になる行為をしようとする者

(3)前2号に掲げる者のほか、 拠点施設の管理上支障があると認められる者

（遵守事項）

第9条 拠点施設に入館しようとする者（以下「入館者」という。）は、 次に掲げる事項を守らなけれ

ばならない。

(1)拠点施設の施設、 設備、 展示品及び資料等をき損し、 汚損し、 又は滅失する行為をしないこと。

(2)指定された場所以外で喫煙及び飲食をしないこと。

(3)他の入館者に危害を加え、 又は迷惑を及ぱす行為をしないこと。

(4)その他拠点施設の管理上必要な指示に違反しないこと。

（利用の許可）

第10条 拠点施設の施設及び設備（以下「施設等」という。）を利用しようとする者は、 指定管理者の

許可を受けなければならない。

2 指定管理者は、 施設等の管理上必要があると認めるときは、 前項の許可に条件を付することができ

る。

（権利の譲渡等の禁止）

第11条 前条第1項の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、 施設等の利用の権利を譲渡し、

又は転貸することはできない。

（許可の取消し等）

第12条 指定管理者は、 利用者が次の各号のいずれかに該当するとき、 又は拠点施設の管理上特に必要

があると認めるときは、 その許可を取り消し、 又は第10条第2項の規定により付した条件を変更するこ

とができる。

(1)偽りその他不正の手段により許可を受けたとき。

(2)第10条第2項の規定により許可に付した条件に違反したとき。

(3)この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

2 前項の措置を受けたことによって利用者が損害を受けた場合においても、 市及び指定管理者は補償

の責任を負わない。

（利用料金）

第13条 利用者は、 指定管理者に利用料金を納付しなければならない。

2 利用料金は、 別表第1及び別表第2に定める額を上限として、 指定管理者が市長の承認を得て定め

る額とする。

3 市長は、 指定管理者に、 利用料金を当該指定管理者の収入として収受させる。

（観覧料）

第14条 拠点施設の展示室を観覧しようとする者（未就学児を除く。）は、 指定管理者に観覧料を納付

しなければならない。

2 観覧料は、 別表第3に定める額を上限として、 指定管理者が市長の承認を得て定める額とする。

3 市長は、 指定管理者に、 観覧料を当該指定管理者の収入として収受させる。

（利用料金等の減免）

第15条 指定管理者は、 公益上その他特に必要があると認めるときは、 市長の承認を得て、 利用料金又

は観覧料（以下「利用料金等」という。）を減額し、 又は免除することができる。

（利用料金等の不還付）

第16条 既に納められた利用料金等は、 還付しない。 ただし、 指定管理者は、 特別の事由があると認め

-54-









る場合は、 この限りでない。

(1)公園の自然環境を損なうこと。

(2)公園をき損し、 又は汚損すること。

(3)鳥獣類を捕獲し、 殺傷し、 又は脅かすこと。

(4)指定された場所以外の場所に車両を乗り入れ、 又は止め置くこと。

(5)危険物を持ち込み、 又はたき火をすること。

（行為の制限）

第6条 公園において、 次の各号のいずれかに掲げる行為をしようとする者は、 指定管理者の許可を受

けなければならない。

(1)広告物を表示し、 又は宣伝活動をすること。

(2)物の販売その他の営業行為をすること。

(3)募金その他の勧誘行為をすること。

(4)催しもの等を開催すること。

2 指定管理者は、 公園の管理上必要があると認めるときは、 前項の許可に条件を付することができる。

（許可の取消し等）

第7条 指定管理者は、 前条第1項の許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するとき、又は公園

の管理上特に必要があると認めるときは、 その許可を取り消し、 又は同条第 2項の規定により付した条

件を変更することができる。

(1)偽りその他不正の手段により許可を受けたとき。

(2)前条第2項の規定により許可に付した条件に違反したとき。

(3)この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

（損害賠償の義務）

第8条 公園の施設又は設備その他の物件を故意又は過失によりき損し、 汚損し、 又は滅失した者は、

これを原状に復し、 又はその損害を賠償しなければならない。

（委任）

第9条 この条例の施行に関し必要な事項は、 規則で定める。

附 則

（施行期日）

1 この条例は、 平成17年10月1日から施行する。

（経過措置）

2 この条例の施行の日の前日までに、合併前の石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に

関する条例（平成11年大田市条例第4号）の規定によりなされた処分、 手続その他の行為は、 こ の条例

の相当規定によりなされたものとみなす。

附 則（平成18年条例第1号）

この条例は、 平成18年4月1日から施行する。

附 則（平成 22年条例第20号）

この条例は、 平成2 3年4月1日から施行する。
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■大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例施行規則

平成17年10月1日
規則第135号

改正平成22年11月5日規則第35号
（趣旨）
第1条 この規則は、大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例（平成 17
年大田市条例第172号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。
（行為の許可の申請）
第2条 条例第6条第1項の許可を受けようとする者は、行為許可申請書（様式第1号）を指定管理者
に提出しなければならない。

（行為の許可）
第3 条 指定管理者は、前条の許可をしたときは、行為許可書（様式第 2 号）を交付するものとする。

（その他）
第4条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。
附則
この規則は、平成17年10月1日から施行する。
附則（平成22年規則第35号）
この規則は、平成23年4月1日から施行する。

■大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例

平成20 年 3月24日
条例第2号

（設置）
第1条 石見銀山における銀鉱山跡に対する理解を深め、大田市の文化の向上に資するため、大田市石
見銀山大久保間歩（以下「大久保間歩」という。）を設置する。

（名称及び位置）
第2条 大久保間歩の名称及び位置は、次のとおりとする。

言銀山大久保間歩 1岱冒市大森町イ1628香地

（指定管理者による管理）
第3 条 大久保間歩の管理は、地方自治法（昭和22 年法律第67 号）第244条の 2 第3 項に規定する指定
管理者にこれを行わせること ができる。

（指定管理者の行う業務）
第4条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。
(1)大久保間歩の維持管理に関する業務
(2)大久保間歩の入場の許可に関する業務
(3)入場料の徴収に関する業務
(4)煎各号に掲げるもののほか、大田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が必要と認める業務

（開場時間）
第5条 大久保間歩の開場時間は、午前9時から午後5時までの間とする。ただし、指定管理者は、必
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